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新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 

～人・技術・スタートアップへの投資の実現～（抄） 
（令和４年６月７日閣議決定） 

 

Ⅲ．新しい資本主義に向けた計画的な重点投資 
 

１．人への投資と分配 

（１）賃金引上げの推進 

（略） 

③介護・障害福祉職員、保育士等の処遇改善のための公的価格の更なる見直し  

介護・障害福祉職員、保育士等や、コロナ対応等を担っている看護師等の収

入を３％程度引き上げる措置を講じた。  

介護・障害福祉職員、保育士等の今後の具体的な処遇改善の方向性について

は、公的価格評価検討委員会の中間整理を踏まえ、職種ごとに仕事の内容に比

して適正な水準まで収入が引き上がり、必要な人材が確保されるかといった観

点から検討する。  

看護師の今後の処遇改善については、今回の措置の結果も踏まえつつ、全て

の職場における看護師のキャリアアップに伴う処遇改善の在り方について検討

する。  

これらの結果に基づき、引き続き、処遇改善に取り組む。 

 

 

（４）子供・現役世代・高齢者まで幅広い世代の活躍を応援 

 安定的な財源を確保しつつ、以下の取組を進める。 

（略） 

⑥認知症対策充実、介護予防の充実・介護休業の促進等  

今後も認知症の方が増加することを踏まえ、認知症に関する総合的な施策を

推進することとし、地域包括支援センター等の身近な拠点を活用した認知症の

方を含む要介護者及び家族介護者等への伴走型支援や、成年後見・権利擁護支

援等について議論を進める。  

また、ヤングケアラーへの支援について、ＩＣＴも活用しつつ、その実態を

しっかり把握するとともに、モデル事業の検証も踏まえて、効果的な支援策を

講ずる。  

在宅高齢者について、医療・介護連携体制の強化等、地域全体でのサービス

基盤を整備していくとともに、介護予防や社会参加活動の場の充実の観点か

ら、地域全体での活動を支援していく。  

介護休業制度のより一層の周知も含め、男女ともに介護離職を防ぐための対

応を行う。  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、メンタルヘルス対策を推進

する。 

（略） 
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フォローアップ（抄） 
（令和４年６月７日閣議決定） 

 

Ⅲ．経済社会の多極集中化 
 

１．デジタル田園都市国家構想の推進 

（１）デジタル田園都市国家の実現に向けた基盤整備 

（デジタルによる中山間地等の生活環境整備・活性化） 

（略） 

・2024 年度までに農福連携の取組主体を 3,000 創出するため、2022 年度に障

害者や困難を抱える若者等の農業現場での雇用・就労を見据えたユニバーサ

ル農園の開設を支援する。また、林福連携として、きのこ栽培や木材加工を

中心に障害者の特性に応じた雇用を支援するとともに、福祉関係者と地域関

係者が連携して行う付加価値の高い地域材製品の開発等を支援する。 

（略） 

 

 

Ⅳ．個別分野の取組 
 

６．文化芸術・スポーツの振興 

（文化芸術） 

 （略） 

・新型コロナウイルス感染症の影響により子供たちの文化芸術の鑑賞機会等が

失われている状況に鑑み、様々な場所における文化芸術の鑑賞・体験の機会

を確保するため、美術館や音楽ホール等の文化施設を活用し、エデュケータ

ーやアーティストと学校が連携しながらより効果的な文化芸術体験を子供た

ちに提供する取組等を支援する。また、学校教育における芸術教育の推進の

ため、芸術系教科の担当教員の資質・能力向上に向けて、実演鑑賞等を含む

研修を行う。さらに、第２期障害者文化芸術活動推進基本計画を 2022 年度

に策定し、障害者の文化芸術活動における鑑賞・創造・発表機会の拡大や環

境整備を行う。 

 


